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◼ 調査期間
2023年度～2024年度

◼ 調査を実施するに至った背景
•日本のCO2排出量の18.5%は運輸部門、内 HDV※１が53.9%で、低炭素化には
HDVのFC化が必要

•一方でFCVを円滑に開発するために、産業界からは水素貯蔵部品の効率的な認可取
得が望まれている

•現在認可取得試験には長期間を要し（6か月以上）、特に大型容器を搭載するHDV
では顕著

•安全を担保しつつ認可取得試験期間を短縮化することで、FCVの開発を促進することが
重要

◼ 調査の目的
現行の世界統一技術基準：UN-GTR13※２（UN-R134※3 ）で規定されている試験
法について、以下を取り組むこと
• 試験期間の短縮に有効な見直し案の検討（技術基準の合理化・適正化）
• そのために解決すべき課題の調査
• 技術基準の合理化・適正化の方針提示と、それを具現化するために必要な実証データ
を取得するためのアクションプラン策定

※１ HDV：Heavy Duty Vehicle／大型商用モビリティ
※２ GTR13：Global Technical Regulation／国連の水素および燃料電池自動車に

関する世界統一技術基準
※3 R134：国連の水素燃料自動車の安全基準に係る協定規則（相互認証基準）

◼ 調査目標
FCVの開発効率向上のため、水素貯蔵部品の認証試験を合理化

◆自動車OEMにおける開発日程の概念図

認証試験期間短縮が必要

現：6か月以上 目標：50%削減（最終的に目標を2か月に修正）

◼ 合理化対象としたGTR13の試験法（高圧水素容器）

◼ 事業成果のアウトプットイメージ

部分的な試験の削除、短期の代替試験への置き換え等で試験期間の短縮を狙う

◼ 基準合理化のためのアクションプラン策定方針（実現可能性の検討）
基準合理化の実現に向けて以下を検討した

◼ 調査の成果（合理化案）
事業内に設置した有識者委員会での審議を経て、以下合理化案を合意し、必要なデー
タの取得計画を策定した

◼ 調査の成果（基準合理化による試験期間短縮見込み）
試験期間は約70%程度削減できる見込み

 当初目標の50%削減を過達し、最終目標の試験期間2か月程度を達成見込み

◼ 今後の対応スケジュールと主要課題

【国際連携】

海外ステークホ
ルダと連携体制
構築

【研究】

安全を確保した
評価法パラメー
タの影響メカニ
ズム解明

【主要課題】
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